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研究の概要    
最近 5.5 億年間におきた５回の生物大量絶滅事件は、既存の生物群の多様性を減じる一方で、そ

の直後に新しいタイプの生物の出現を促した。特に古生代／中生代(P-T)境界とカンブリア紀が

始まった V-C 境界で大規模な絶滅がおきた。これら２つの大量絶滅と当時の汎地球規模の環境

変動の原因を日本独自の視点と手法で探る。 
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１．研究開始当初の背景 
 
 中生代末の大量絶滅は巨大隕石衝突でお
きたが、上記の２つの絶滅原因はよくわかっ
ていない。P-T 境界は２段階の絶滅からなる
ことが判明し、大事件の最初のきっかけとな
った環境変動とその原因の解明が急がれる。
研究代表者らは世界に先駆けて、P-T 境界頃
の超海洋パンサラサでおきた海洋無酸素事
件(superanoxia)やそれに先立つ寒冷化事件
(Kamura event)の存在を解明した。当時の超
海洋の堆積物は全部海洋プレーとともに沈
み込んでマントルへと消えたが、日本の付加
体中に破片が残っていたことが有利だった。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本計画では、P-T 境界事件の１回目の絶滅
が起きた G-L 境界に焦点を当て、一連の絶滅
事件の究極原因、具体的プロセスそして結果
の解明をめざす。先カンブリア時代が終わり、
動物の多様性が急増した V−C境界でも類似の
変化が起きており、P-T 境界事件との比較研
究を試みる。 
 
 
３．研究の方法 
 
 日本のみならず欧州、中国など世界の数カ
所の重要な地域で、絶滅境界を挟んだ地層試

料を連続採取するため、野外調査に加えてボ
ーリング掘削を行い、得られた岩石について
堆積相や化石年代を探り、また様々な化学組
成分析、とくに同位体比の測定を進める。岩
石が保持する古地磁気の測定を行う。 
 
 
４．これまでの成果 
 
 本計画の３年間に、合計１８回の野外調査
を行い、そのうち以下の５地域で１２本のボ
ーリングコアを採取した；クロアチア国ベレ
ビト山地、中国雲南省中央部、九州高千穂地
域、岐阜県大垣市赤坂など。これらの地域か
ら採取した連続地層試料の化学分析を進め
た結果、これまでに以下の事が判明した。 
 １）中期ペルム紀 Guadalupian の末期に
当時の海水中の炭素同位体比が異常に高く
なる期間が 500 万年以上続くこと（上村事件
Kamura event）は当時の海洋における生物基
礎生産量の増大が起こり、大気二酸化炭素の
大量消費よるグローバルな寒冷化が起きた
こと、そして大量絶滅がおきたことを記録し
ている。本研究では、日本で最初に発見され
たのと同様な炭素同位体変動パタンを、当時
の地球の反対側に位置していたクロアチア
において初めて確認した。これによって、上
村事件が汎世界的な現象であったことが判
明し、当時の生物の変遷に大きく影響したこ
とが確認された（Isozaki et al., 2011）。 
 ２）当時の赤道域で光合成共生を利用して



繁栄した生物群集（フズリナやサンゴに加え、
特殊な巨大二枚貝化石など）の消長パタン、
とくに絶滅が世界でほぼ同時におきことを
日本とクロアチアの例を示す事によって確
認した。この時期におきた上村寒冷化事件と
整合的である(Isozaki and Aljinovic, 2009; 
Kasuya et al., in press)。 
 ３）従来測定不能だった堆積岩中の極めて
微弱な古地磁気測定に成功し、G-L 境界前後
の環境変動および絶滅が極性反転のパタン
の大変化の直後におきたことを解明した。絶
滅の原因として地磁気強度の減少と宇宙放
射線流入の増大、それによる雲の卓越と寒冷
化がおきたという増強版「プルームの冬」仮
説を提案した(Isozaki, 2009a, 2009b)。 
 ４）原生代末とカンブリア紀の遠洋深海チ
ャートのメスバウアー分析から当時の深海
底が既に酸化的環境にあったことを示した
（佐藤ほか, 2009）。 
 ５）中国雲南省中央部、王家湾セクション
の V-C境界直上の最下部カンブリア系の詳細
な層序に基づき SSF化石の多様化がはじまる
層準にリン酸塩岩の集中的堆積を見いだし、
おそらく G-L境界に類似した短期の気候変動
がカンブリア紀動物群の急激な変化を引き
起こした原因と推定される（公表準備中）。 
 
 
５．今後の計画 
 
 研究計画前半で G-L境界事件に関するかな
り正確な情報と新しい解釈をみいだせたの
で、計画後半では、さらに他地域での野外調
査と岩石試料の室内分析を続け、上述の事実
や解釈を確証づけることと、V-C 境界事件に
ついても、同様な検討を進める予定である。 
 最終年度は、すべてを取りまとめて重要な
英文論文を国際学術誌に公表する。 
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